
　
　
　
　
　
　

筑
波
学
院
大
学
卒
　
　

高
　

橋
　

麻
　

美

　

私
は
、Ｅ
Ｃ
Ｃ
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
ー

の
東
京
営
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
海

外
手
配
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
主
な
業
務

内
容
は
海
外
団
体
旅
行
の
航
空
券
や
ホ
テ

ル
等
の
手
配
で
す
。

　

最
初
は
端
末
の
操
作
や
先
輩
が
話
し
て

い
る
事
が
何
一
つ
分
か
ら
ず
、
戸
惑
っ
て

ば
か
り
で
し
た
が
、
先
輩
が
付
き
っ
切
り

で
一
か
ら
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
ま

た
、
回
り
の
先
輩
や
上
司
の
皆
様
も
気
に

か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、
配
属
当
初
よ
り

は
少
し
仕
事
も
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
一
人
で
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
２
〜
３
ヶ
月
が
経
ち
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
仕
事
は
直
接
お

客
様
と
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
こ
と
を
お
客
様
が
望
ん
で

い
る
の
か
を
知
る
為
に
、
営
業
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。
戸
惑
う
こ
と
も
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
が
、
ツ
ア
ー
を
円
滑
に
進
め
る

為
に
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
配
を
上
げ

た
ら
よ
い
の
か
等
を
毎
日
考
え
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
「
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
」
が
、

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
今
は

何
が
分
か
ら
な
い
の
か
・
何
が
自
分
に
は

で
き
な
い
の
か
、
少
し
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
働
き
だ
し
て
ほ
ん
の
少
し
で
す

が
、
基
本
を
し
っ
か
り
叩
き
込
ん
で
、
知

識
と
技
術
を
磨
い
て
、
突
然
の
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
も
冷
静
に
対
応
で
き
る
手
配
に
な

り
た
い
で
す
。
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東
京
家
政
学
院
大
学
　

建
築
構
造
学
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
金
子
雄
太
郎
）

12011

128No.

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

高
橋
　

麻
美
（
た
か
は
し
　

あ
さ
み
）

平
成
21
年
度
　

筑
波
学
院
大
学
　

卒

平
成
22
年
　

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社

Ｅ
Ｃ
Ｃ
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
ー
　

東
京
営
業
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

海
外
団
体
手
配
に
配
属
　

現
在
に
至
る

日々の業務を行っている
自分のデスクにて

①群馬県伊勢崎市　
　子供の森公園

②1/100 スケールモデル
　の　作成

見
え
な
い
お
客
様
が
安
心
し
て
ご
旅
行
で
き
る
よ
う
に

　

住
居
学
科
の
中
で
最
も
工
学
部
に
近
い

研
究
室
の
一
つ
で
す
。

　

建
物
の
強
度
と
安
全
性
に
つ
い
て
学

部
、
大
学
院
の
講
義
・
演
習
を
行
な
う
他
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
、Ｃ
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
研

究
・
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
構
造
力
学

は
明
ら
か
に
理
数
系
の
学
問
で
あ
り
、
工

学
部
に
お
け
る
構
造
研
究
室
で
は
工
学
技

術
者
、
研
究
者
の
養
成
を
目
的
と
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
住
居
学
科
で
は
良
好

な
生
活
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
を
学
び
、

そ
れ
を
実
務
に
生
か
す
こ
と
が
主
要
な
目

的
と
な
り
ま
す
。
安
定
し
た
構
造
体
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
構
造
設
計
、

耐
震
設
計
の
勉
学
を
通

し
て
構
造
体
が
醸
し
出

す
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
事
は
、イ
ン
テ
リ
ア
・

デ
ザ
イ
ン
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
な
る
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。

卒
業
研
究
で
は
、「
構

造
の
視
覚
化
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
多
く
の
成

果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
発
端
は
、

平
板
を
変
形
さ
せ
て
曲

面
を
求
め
、
そ
の
屋
根

の
下
の
空
間
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
幾
何
学
非
線
形

を
考
慮
し
た
解
析
を
も
と
に
、
膜
面
の
た

わ
み
を
加
え
、
よ
り
多
様
な
曲
面
を
研
究

の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
①
の
大
屋
根
は
そ
の
よ
う
な
検
討

が
実
を
結
ん
だ
例
で
す
。
写
真
②
は
、
構

造
模
型
を
手
分
け
し
て
作
成
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

＊
）
構
造
に
関
連
し
た
教
科
は
、
建
築
士

受
験
資
格
（
１
級
、
２
級
）
の
た
め
の
必

須
科
目
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊



■編入学試験
入試区分 試験日 合格発表 募集人員

外国人留学生
２年次 平成23年２月11日（金･祝） 平成23年２月17日（木） 若干名

出願期間（  消印有効）

平成23年１月11日（火）～　１月20日（木）

る
い
展
望
が
期
待
さ
れ
る
状
況
の
下
に
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、Ｋ
Ｖ
Ａ
ル
ネ
サ
ン

ス
の
精
神
を
生
か
し
た
新
鮮
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
で
、

同
窓
会
、
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
い
た
だ

い
た
成
果
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
学
院
に
様
々
な

希
望
を
持
っ
た
学
生
・
生
徒
が
入
学
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
は
、
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
期
待
を
決
し
て

裏
切
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

目
に
見
え
な
い
学
院
（invisible  school

）
を
担

う
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
心
を
尽
く
し
て
の

ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
２
３
年
度
以
降
も
、
少
子
化
、
経
済
状
況

が
継
続
す
る
な
ど
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
一

層
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
の

５
ヵ
年
計
画
の
達
成
は
、
決
し
て
容
易
で
あ
る
と

は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
学
院
の
維
持
発
展
の
た

め
、
同
窓
の
皆
様
、
教
職
員
の
皆
様
、
全
力
を
尽

く
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
を
も
っ
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　東京家政学院創立９０周年記念募金の趣旨にご賛同戴き、平

成 22年７月末より多数の皆様方からご寄付を頂いております。

　既にご寄付を賜りました皆様には、ここに重ねてお礼申し上

げます。引き続き皆様方のご協力、ご支援をよろしくお願いい

たします。

　なお、法人、団体等からのご寄付については、次号からご報

告の予定です。

【東京家政学院創立 90周年記念募金入金状況】
（平成 22年 12月 20 日現在）

　　　　　　　　　　　　［寄付者数］　　　  〔寄付金額〕

　　　　　　個人：　 　―――  名　　―――――――  円

＜お問合せ先＞
学校法人　東京家政学院
募金事務局　TEL：０３-３２６２－２２４２
　E-mail ： bokin@kasei-gakuin.ac.jp
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東京家政学院創立９０周年記念募金

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
学
院
で
は
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
２
月
末
に
完
成
し
、
４
月
か
ら
、

現
代
家
政
学
科
と
健
康
栄
養
学
科
が
こ
こ
に
移
転

し
、
東
京
家
政
学
院
大
学
は
２
キ
ャ
ン
パ
ス
制
に

な
り
ま
す
。
新
し
く
「
大
江
ス
ミ
記
念
三
番
町
図

書
館
」
と
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
「
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
」
が

１
号
館
に
開
設
さ
れ
、Ｋ
Ｖ
Ａ
会
館
も
装
い
を
改
め

ま
す
。
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
町
田
」、

「
筑
波
」、「
高
校
・
中
学
」、
同
窓
会
等
の
誰
も
が

利
用
で
き
る
学
院
の
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
２
３
年
度
は
、
経
営
改
善
５
ヵ
年
計
画
の

２
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
に
、
学
院
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
東
京
家
政
学
院
大
学
で
は

定
員
が
充
足
さ
れ
、
筑
波
学
院
大
学
、
高
校
・
中

学
も
昨
年
度
を
上
回
る
学
生
・
生
徒
を
迎
え
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
明

Ｋ
Ｖ
Ａ
ル
ネ
サ
ン
ス
を
さ
ら
に
推
し
進
め
よ
う
！
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学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

山
口
孝

年　

頭　

所　

感

■編入学試験
入試区分 試験日 合格発表 募集人員

外国人留学生3年次 平成23年２月11日（金･祝） 平成23年２月17日（木） 若干名平成23年１月11日（火）～　１月20日（木）

○情報コミュニケーション学部

○お問い合わせ先
筑波学院大学
〒３０５－００３１
茨城県つくば市吾妻３－１
入試・広報課
TEL　029-858-4815

平成23年度入試日程　筑波学院大学

平成23年度入試日程　東京家政学院大学・大学院

○お問い合わせ先
東京家政学院大学・大学院
〒194-0292
東京都町田市相原町2600番地
入試広報課
TEL　042-782-9411

東京家政学院大学・現代生活学部

現代家政学科
健康栄養学科

生活デザイン学科
児童学科

人間福祉学科

（Ａ日程）郵送受付
平成23年  1月17日（月）～  2月04日（金）
窓口受付　平成23年2月7日（月）
（Ｂ日程）郵送受付
平成23年  1月31日（月）～  2月10日（木）
窓口受付　平成23年2月14日（月）

（Ｃ日程）郵送受付
平成23年  3月07日（月）～  3月18日（金）
窓口受付　平成23年3月22日（火）

試験日
（センター試験）

（Ａ日程）平成23年 2月10日（木）
（Ｂ日程）平成23年 2月17日（木）
（Ｃ日程）平成23年 3月24日（木）

区分

合格発表

平成23年１月15日（土）、16日（日）

出願期間

３．センター試験利用入試

大学院
人間生活学研究科
生活文化専攻

Ｓ日程 10 10 10 6 10
Ａ日程 15 25 20 13 15
Ｂ日程 3 8 5 3 5
Ｃ日程 2 － 2 2 2
Ａ日程 5 9 5 3 5
Ｂ日程 3 4 3 1 2
Ｃ日程 2 1 2 1 2

10 40 57 47 29 41

　　　　　　　　　区分
入試方法

一般入試

センター
試験利用
入試

健康栄養学科 生活デザイン学科

東京家政学院大学・現代生活学部

計

児童学科 人間福祉学科現代家政学科

４月入学生（前期・
後期）・９月入学生、
合わせて１０名

２．募集人員

町田校舎 オープンキャンパス
開催日 曜日 時間
2011/3/27 日 10:00～16:00

千代田三番町 オープンキャンパス
開催日 曜日 時間
2011/3/27 日 10:00～16:00

４．東京家政学院大学　
　　オープンキャンパス日程

大　学　院

（Ｓ日程）平成23年 1月 6日（木）～ 1月14日（金）
（４月入学・後期） （Ａ日程）郵送受付：平成23年 1月06日（木）～   1月19日（水）
平成23年 1月28日（金）～  2月 4日（金） 　　　　　 窓口受付：平成23年 1月20日（木）
（９月入学） （Ｂ日程）郵送受付：平成23年 1月21日（金）～   2月07日（月）
平成23年 7月01日（金）～  7月 8日（金） 　　　　　 窓口受付：平成23年 2月08日（火）

（Ｃ日程）郵送受付：平成23年 2月23日（水）～   3月07日（月）
　　　　　 窓口受付：平成23年 3月08日（火）

（４月入学・後期） （Ｓ日程）平成23年 1月22日（土）
平成23年 2月14日（月） （Ａ日程）平成23年 2月01日（火）、3日（木）のうち１日又は両日
（９月入学） （Ｂ日程）平成23年 2月16日（水）
平成23年 7月20日（水） （Ｃ日程）平成23年 3月16日（水）

町田キャンパス
（Ａ・Ｂ日程）町田キャンパス・学外会場（アルカディア市ヶ谷）
（Ｃ日程）町田キャンパス

（４月入学・後期） （Ｓ日程）平成23年  1月26日（水）
平成23年 2月19日（土） （Ａ日程）平成23年  2月04日（金）
（９月入学） （Ｂ日程）平成23年  2月17日（木）
平成23年 7月23日（土） （Ｃ日程）平成23年  3月17日（木）

試験日

合格発表

（Ｓ日程）東京１（町田キャンパス）・東京２（ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ヶ谷）・仙台・
　　　　　新潟・宇都宮・甲府・長野・静岡・那覇

健康栄養学科 （Ｃ日程を除く）
生活デザイン学科

児童学科
人間福祉学科

出願期間

試験場

人間生活学研究科

東京家政学院大学・現代生活学部

現代家政学科

１．一般入試 ※詳細はHP,入試要項等をご確認下さい。

    
学校法人東京家政学院
〒102-8341
東京都千代田区三番町 22番地
（代表電話番号）03-3262-2251 

URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

東京家政学院大学
千代田三番町校舎エントランス完成予定図

1,061 29,187,262

出願期間（  消印有効）

オープンキャンパス日程
開催日 曜日 時間

平成23年2月27日 日 10:30～13:00

平成23年3月27日 日 10:30～13:00

○経営情報学部
入試区分 試験日 合格発表 募集人員

一般入試A日程 平成23年２月５日（土） 平成23年２月10日（木） ４０名

一般入試B日程 平成23年３月５日（土） 平成23年３月10日（木） ２０名

AO入試５期 平成23年３月17日（木） 平成23年３月23日（水）１期～５期まで60名

外国人留学生入試 平成23年２月11日（金･祝） 平成23年２月17日（木） 若干名

社会人入試 平成23年２月11日（金･祝） 平成23年２月17日（木） 若干名

出願期間（  消印有効）

平成23年１月11日（火）～　１月20日（木）

平成23年２月28日（月）～　３月11日（金）

平成23年１月17日（月）～　１月26日（水）

平成23年２月14日（月）～　２月23日（水）

平成23年１月11日（火）～　１月20日（木）
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ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
開
催

レ
ス
な
ど
が
登
場
し
、
こ
の
喜
び
溢
れ
る
記
念
の
祝

宴
が
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
衣
装
デ
ザ

イ
ン
・
制
作
、
シ
ョ
ー
の
構
成
・
演
出
・
運
営
、
さ

ら
に
モ
デ
ル
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
本
学
の
学
生
に

よ
る
手
作
り
。
伝
統
と
実
績
の
あ
る
東
京
家
政
学
院

大
学
の
あ
ら
た
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
シ
ョ
ー
に
感
激
し
て
直
後
の

Ａ
Ｏ
入
試
で
入
学
を
果
た
し
た
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

１
年
生
が
今
年
は
モ
デ
ル
で
登
場
と
い
う
う
れ
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

　

１
０
月
２
４
日
（
日
）、
東
京
家
政
学
院
大
学
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
三
井

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
多
摩
南
大
沢
の
４
０
０
組
を

超
え
る
家
族
連
れ
の
前
で
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

　

毎
年
の
卒
業
制
作
発
表
会
に
加
え
て
、
４
年
連
続

で
八
王
子
学
生
天
国
の
目
玉
と
し
て
多
く
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
本
学
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
で
す
が
、今
回
は
特
に「
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
」

開
設
記
念
お
よ
び
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
多
摩

南
大
沢
１
０
周
年
記
念
を
祝
し
て
、「Anniversary 

〜
祝
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
〜
」と
い
う
テ
ー
マ
で
展
開
、

一
番
の
心
配
の
〝
お
天
気
〞
も
な
ん
と
か
持
ち
こ
た

え
て
く
れ
て
大
成
功
で
し
た
。

　

「
衣
」
領
域
の
卒
業
制
作
の
作
品
か
ら
は
色
鮮
や
か

な
バ
レ
エ
の
衣
装
や
ス
イ
ー
ツ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ド

町田キャンパス
〒194-0292　東京都町田市相原町 2600 番地
TEL：042-782-9811（代）

千代田三番町キャンパス
〒102-8341　東京都千代田区三番町 22番地
TEL：03-3262-2251（代）

URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/
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オープンキャンパス報告
　平成22年度のオープンキャンパスは11月13日・14日のOC（Ｋ
ＶＡ祭同時開催）をもって無事に終了し、年間総来場者は昨年度の
22％増の2,391名となりました。
　今年度は現代生活学部設置元年ということもあり、従来の町田での
開催に加え、千代田三番町（アルカディア市ヶ谷を含む）でも本格的な
OCを開催し、計16回実施しました。
　特に今年度は、来年度から現代家政学科と健康栄養学科が千代田三
番町に移転することから、千代田三番町でのOCには多くの来場者を

お迎えすることができました。（下記「OC来場者数」をご覧ください） 
また推薦入試などへの堅調な志願状況とも考え合わせると、本学発祥
の地である市ヶ谷への移転に対する期待の大きさの現れかとも思わ
れます。今後の活動により一層の力が入るとともに、本学にとっての
正念場とも思われる今年を迎え、身の引き締まる思いです。

    ＯＣ来場者数
    町田：1,531名（昨年1,545名）前年比99％
    千代田三番町：860名（昨年412名）前年比209％

平成 22 年度第 47 回ＫＶＡ祭

　11月13日（土）、14日（日）の両日、第47回KVA祭が行われまし

た。今回は両日とも晴れでしかも暖かい天候に恵まれましたが、来場

者数は今一伸び悩み１４日のパンクブーブー等のお笑いライブの入場

者も昨年より少ないようでした。本年度は「KVA４７　笑顔満開

KASEI園」で華をテーマにいたるところに「華」を飾りました。ま

た、今回急遽中庭ステージでのイベントの特別ゲストとして13日は菊

田大輔さん・稲葉友さんがTBSドラマ「クローンベイビー」の番宣

を、14日は映画「大奥」「BECK」に出演の超イケメン俳優の中村蒼

さんがJTB「ガクタビ」トークショーを行い、お昼タイムとも重なり

観客席が大いに膨れ上がり盛り上がりました。このほか光塩会バ

ザー・ホームカミングルーム・生活文化博物館特別展・図書館特別コ

レクション大江文庫・中庭ステージでの発表・教室での学科展示・

オープンキャンパス・中庭模擬店・ビンゴ大会等が行われました。　

第
12
回
就
職
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
２
２
年
１
０
月
１
９
日
（
火
）
１
３
時
１
０

分
〜
１
５
時
３
０
分
に
卒
業
生
、
４
年
生
を
講
師
に

迎
え
、
就
職
活
動
へ
の
取
り
組
み
、
苦
労
話
を
通
し

て
の
自
己
成
長
、職
務
経
験
な
ど
貴
重
な
お
話
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
後
の
自
由
懇
談

会
で
は
、
講
師
を
囲
み
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

「
就
活
」
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
な
言
葉
と
し
て
定

着
し
て
お
り
、
学
生
は
勉
学
の
一
端
と
し
て
そ
れ
ほ

ど
違
和
感
な
く
会
社
訪
問
、
面
接
、
他
の
準
備
を
行

い
行
動
に
移
し
て
い
ま
す
が
、
自
己
Ｐ
Ｒ
が
上
手
く

で
き
て
い
る
か
、
会
社
の
人
が
ど
の
よ
う
な
印
象
を

持
っ
て
く
れ
る
の
か
不
安
な
気
持
ち
を
抱
い
て
の
活

動
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
社
会
人
と
し
て
の

目
線
で
語
ら
れ
る
価
値
観
、
あ
る
い
は
、
内
定
を
得

た
後
の
反
省
の
弁
な
ど
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

本
学
の
生
産
消
費
者
（
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
）

教
育
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

　

遠
藤
智
子
さ
ん
（
平
成
１
１
年
度
卒
）、
横
関
希
美

さ
ん
（
平
成
２
１
年
度
卒
）、
吉
川
侑
花
さ
ん
（
平
成

２
１
年
度
卒
）、
４
JA
　

窪
川
理
沙
さ
ん
、
４
JA
　

山

田
彩
子
さ
ん
、
４
JB
　

黒
田
雅
友
美
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

企
画
・
開
催
の
労
を
執
っ
て
い
た
だ
い
た
細
渕
先

生
（
現
児
童
学
科
）
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

１
０
月
２
日
（
土
）、
秋
葉
原
の
富
士
ソ
フ
ト
ア
キ

バ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
本
学
が
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー

「
大
学
に
お
け
る
消
費
者
教
育
を
考
え
る
」
に
は
１
６

０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
盛
況
で
し
た
。
板
東

久
美
子
氏
（
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
）
に

よ
る
基
調
講
演
で
は
、
生
産
消
費
者
（
プ
ロ
シ
ュ
ー

マ
ー
）
教
育
へ
の
期
待
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
松
本
明
子
氏
（
弁
護
士
）

が
消
費
者
教
育
を
全
大
学
の
授
業
科
目
に
導
入
し
よ

う
と
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
西
村
隆
男
氏
（
横
浜
国
立

大
教
授
）、田
渕
英
治
氏
（
読
売
新
聞
社
生
活
情
報
部
）

三
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
特
色
あ
る
お
話
を
さ
れ
、
好

評
で
し
た
。

　

「
情
報
と
金
融
」「
持
続
可
能
な
食
・
農
」「
高
校
・

大
学
連
携
」
の
３
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
キ
リ

ン
や
ド
コ
モ
な
ど
の
企
業
や
事
業
者
団
体
に
ま
じ
っ

て
、
現
代
家
政
学
科
　

消
費
者
教
育
コ
ー
ス
２
年
の

１
０
名
の
学
生
が
発
表
し
ま
し
た
。『
江
戸
エ
コ
行
楽

重
』
関
連
の
資
料
が
展
示
さ
れ
、
１
年
生
の
学
生
も

多
数
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
消
費
者
の

み
で
な
く
生
産
者
視
点
も
取
り
入
れ
考
え
る
生
産
消

費
者
の
育
成
の
重
要
性
が
理
解
で
き
、
今
後
も
連
携

し
て
い
き
た
い
」
と
の
希
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

△熱心な議論がされました。

△文部科学省生涯学習政策局長
　板東　久美子　氏による基調講演

△写真は遠藤智子さん、後ろ姿は、細渕先生（現児童学科）。

　
 

1
回
目
の
公
演
を
終
え
て
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た

天
野
学
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
。
ほ
っ
と
一
息
の
一
瞬
で
す
。

▽ 会場の広場もステージを見下ろす回廊も一杯。
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今
年
度
も
多
く
の
企
業
・
機
関
（
合
計
三
十
一
社
）

の
協
力
を
得
て
、
四
十
八
名
の
三
年
次
学
生
が
夏
休

み
期
間
中
二
週
間
の
日
程
で
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
取
り
組
み
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

現
四
年
生
の
中
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の

体
験
を
踏
ま
え
て
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
構
想
し
た

り
、
就
職
活
動
計
画
に
反
映
さ
せ
た
り
す
る
学
生
も

現
れ
始
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

果
が
少
し
ず
つ
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
る
四
年

生
は
、
昨
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
を
更
に

深
化
さ
せ
る
狙
い
で
自
ら
動
い
て
実
習
先
を
開
拓

し
、
そ
の
中
小
企
業
に
積
極
的
な
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
、
就
職
内
定
を
い
た
だ
く
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。

　

担
当
教
員
一
同
、
長
期
的
・
多
角
的
な
成
果
を
目

指
し
て
、
地
道
に
か
つ
大
胆
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

五
年
目
を
迎
え
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
績
報
告

　

百
人
一
首
と
い
う
と
お
正
月
の
カ
ル
タ

取
り
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
も
と
も
と
は
鎌
倉
時
代

に
藤
原
定
家
が
、
そ
れ
ま
で
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
た
勅
撰
集
（
天
皇
等
の
命
に
よ
り

選
者
が
編
集
し
た
和
歌
集
）
か
ら
百
人
各

一
首
を
選
び
、
色
紙
に
認
め
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
当
時
は「
小

倉
山
荘
色
紙
和
歌
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
後
に
「
小
倉
百
人

一
首
」
と
い
う
本
の
形
で
著
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
歌
道
の
入
門
書
と
し
て
教
え
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
古
典
文
学
の

代
表
的
作
品
と
し
て
研
究
さ
れ
、
多
く
の

注
釈
書
な
ど
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

の
教
養
書
と
し
て
も
百
人
一
首
は
出
版
さ

れ
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
女
子
用
の
古

典
入
門
書
と
し
て
、
寺
子
屋
の
教
材
で
あ

る
往
来
物
や
様
々
な
教
養
・
教
訓
書
を
合

冊
し
た
物
に
載
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
江
文
庫
で
所
蔵
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の

女
子
用
教
訓
書
に
も
百
人
一
首
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
教
養
と
し
て
ど
れ
だ

け
一
般
的
だ
っ
た
の
か
が
う
か
が
い
知
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
頃
に
歌
カ
ル
タ
と
い
わ
れ

る
百
人
一
首
の
カ
ル
タ
が
流
行
し
た
よ
う

で
、
江
戸
の
風
俗
を
ま
と
め
た
資
料
に
カ

ル
タ
取
り
を
し
て
い
る
図
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
教
養
と
し
て
だ
け
で

な
く
娯
楽
と
し
て
も
、
一
般
庶
民
に
も
広

ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
小
倉
百
人
一
首
の
影
響
を
受

け
て
後
世
に
作
成
さ
れ
た
、
小
倉
百
人
一

首
と
は
異
な
る
和
歌
を
載
せ
た
百
人
一
首

も
あ
り
、
そ
れ
は
異
種
百
人
一
首
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
下
図
の
よ
う
に
歌

人
の
肖
像
図
と
和
歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

大
江
文
庫
に
は
江
戸
期
に
出
版
さ
れ
た

「
小
倉
百
人
一
首
」
や
往
来
物
、
異
種
百

人
一
首
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
そ
の
中
の
「
小
倉
百
人
一
首

色
紙
箱
」
と
「
女
要
教
訓
智
恵
競
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　 ・
小
倉
百
人
一
首
色
紙
箱

　

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
刊

　

女
用
文
章
や
女
今
川
と
一
緒
に
小
倉
百
人
一
首

　

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

見
返
し
口
絵

上
段
　

定
家
卿
小
倉
山
荘
の
図

下
段
　

天
智
天
皇
の
肖
像
図
・
歌

・
女
要
教
訓
知
恵
競

　

斧
麿 

編 

西
川
祐
信 
画

　

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
刊

　

当
時
の
著
名
な
絵
師
で
あ
る
西
川
祐
信
が
描
い

　

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
教
養
・
教
訓
と
小
倉
百

　

人
一
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

表
紙

上
段
　

手
習
の
仕
用
の
事

下
段
　

天
智
天
皇
の
肖
像
図
・
歌

　　

大
学
院
で
は
、
平
成
１
９
年
度
よ
り
毎
年
春
と
夏

に
、
現
職
の
教
員
が
専
修
免
許
状
（
家
庭
）
を
取
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
１
０
科
目
の
免
許
法
認

定
講
習
を
開
講
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
２
２
年
３
月

に
行
っ
た｢

生
活
文
化
史
特
論
Ⅰ｣

（
熊
井
教
授
担
当
）

の
認
定
講
習
で
は
６
名
の
受
講
者
が
、
さ
ら
に
同
年

８
月
に
は「
生
活
経
営
学
特
論
」（
藤
掛
准
教
授
担
当
）

と｢

デ
ザ
イ
ン
特
論｣

（
望
月
教
授
担
当
）
の
２
科
目

の
認
定
講
習
を
修
了
し
、
４
名
の
受
講
者
が
通
算
１

５
単
位
以
上
を
修
得
し
て
、
つ
い
に
一
種
免
許
状
か

ら
専
修
免
許
状
へ
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

次
回
は
平
成
２
３
年
３
月
２
６
日
か
ら｢

健
康
管

理
特
論
Ⅰ
」
を
松
田
教
授
が
担
当
し
て
、
千
代
田
三

番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

平成 22年度インターンシップ
成果報告会
（平成 22年 10 月 29 日開催）

釜
山
女
子
大
学
と
の
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

　

協
定
校
で
あ
る
釜
山
女
子
大
学
の
学
生
二
十
一
名

が
、
八
月
十
七
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
東
京
家
政

学
院
大
学
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
宿
泊
し
な
が
ら
、

日
本
語
の
授
業
や
「
韓
国
文
化
・
日
本
文
化
」「
日

本
の
ビ
ジ
ネ
ス
」「
東
ア
ジ
ア
の
染
織
と
工
芸
」
に

つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、
松
花
堂
弁
当
と
水
よ
う
か

ん
作
り
に
も
挑
戦
。
交
流
会
で
は
、
地
域
の
方
も
招

待
し
、
韓
国
料
理
を
作
っ
て
韓
国
文
化
の
紹
介
も
し

ま
し
た
。

　

週
末
ご
と
に
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
番
心
に
残
っ
た
と
の
声
が
高
か
っ
た
の
は
、

大
学
の
留
学
生
十
五
名
と
と
も
に
参
加
し
た
中
相
原

町
会
の
夏
祭
り
で
す
。
全
員
浴
衣
を
着
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
山
車
を
引
く
と
い
う
得
難
い
体
験
に
全
員

が
大
喜
び
で
し
た
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、
日
本
語
と
日
本
文
化
、
日

本
人
と
の
交
流
に
た
っ
ぷ
り
浸
っ
た
思
い
出
は
、
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

中相原町会夏祭りにて

東京家政学院大学では、12月２日に点灯式を行い、

25日まで飾りました。

クリスマスイルミネーション

専
修
免
許
認
定
講
習
修
了
10
名
に



保護者会開催

ＫＶＡスタッフ集合写真

模擬店の様子
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第
20
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
開
催

ま
つ
り
つ
く
ば
２
０
１
０

　

平
成
２
２
年
１
０
月
２
３
・
２
４
日
に
第
２
０
回

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
周
年
を
記
念

し
て
、「20th　

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
〜
永
遠
に
残
る

思
い
を
刻
め
〜
」
と
言
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
来
場
者

２
０
０
０
人
以
上
を
集
め
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
た

お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
つ
く
ば
仮
装
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０

１
０
や
第
５
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
杯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
は

じ
め
と
し
、
ゼ
ミ
や
授
業
の
展
示
、
多
彩
な
模
擬
店

な
ど
充
実
し
た
内
容
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
20
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
茨
城
大
会

（
さ
ん
フ
ェ
ア
茨
城
２
０
１
０
）
に
出
展

　

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
は
全
国
の
専
門
課
程
を
持

つ
高
校
の
成
果
発
表
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
は
１
０
月
１
６
日
、
１
７
日
の
両
日
、

つ
く
ば
国
際
会
議
場
を
主
会
場
に
茨
城
県
内
数
箇
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
は
大
学
紹
介
コ
ー
ナ
ー

へ
の
出
展
、
競
技
主
催
者
の
要
請
に
よ
る
全
国
高
等

学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
お
よ
び
い
ば
ら
き
ジ
ュ
ニ
ア

技
能
五
輪
へ
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
と
、
総
勢
教

職
員
６
名
、
学
生
１

５
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
特
に
ロ
ボ
ッ
ト

競
技
会
で
は
、
山
島

一
浩
准
教
授
の
指
導

で
黒
沢
竜
也
君
（
情

報
メ
デ
ィ
ア
学
科
４

年
）
が
開
発
し
た
「
採

点
シ
ス
テ
ム
」
が
使

用
さ
れ
、
関
係
者
か

ら
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。
　

　

筑
波
学
院
大
学
の
「
平
成
２
２
年
度
ま
つ
り
つ
く

ば
」
へ
の
参
加
は
８
月
２
８
日
に
行
わ
れ
、
学
生
、

卒
業
生
あ
わ
せ
て
３
３
人
が
元
気
一
杯
大
通
り
で
本

学
の
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
踊
り
は
、
つ
く

ば
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
本
学
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
今
回
で
連
続
９
回
目
。
今
年
も
学

友
会
が
中
心
に
な
り
、
半
年
が
か
り
で
１
０
日
以
上

も
練
習
し
て
き
た
「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
の
曲
に
合

わ
せ
、
約
２
０
０
０
人
の
観
客
を
前
に
見
事
な
踊
り

を
見
せ
ま
し
た
。
２
２
年
は
大
変
な
猛
暑
で
本
番
の

日
も
大
変
な
暑
さ
で
し
た
が
、
参
加
者
は
そ
れ
に
も

め
げ
ず
元
気
に
踊
り
き
り
ま
し
た
。
ま
つ
り
つ
く
ば

に
学
校
単
位
で
参
加
し
て
い
る
の
は
中
学
以
上
で
は

筑
波
学
院
大
学
だ
け
で
そ
の
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
、
学

生
以
外
の
一
般
市
民
対
象
の
公
開
講
座
を
従
来
か
ら

継
続
し
、
内
容
を
充
実
し
進
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
春
か
ら
は
新
た
に
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
で
講
座
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
・

メ
ニ
ュ
ー
を
大
幅
に
追
加
し
、
多
方
面
の
分
野
に
興

味･

向
学
心
を
抱
く
、
つ
く
ば
市
周
辺
住
民
の
多
く
の

方
々
か
ら
支
持
応
援
を
頂
き
、
来
校
さ
れ
る
受
講
生

の
方
の
数
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

国
際
化･

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
激
に
進
行
す
る
中
で

英
語
を
初
め
と
し
た
外
国
語
へ
の
習
得
意
欲
の
高
さ

が
観
ら
れ
ま
す
。
更
に
情
報
化
社
会
で
の
知
的
需
要

を
満
た
す
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー･

情
報
処
理
の
講
座
に

も
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
歴
史
や
地

域
文
化
に
触
れ
る
教
養
講
座
に
は
、
豊
か
な
心
の
糧

を
求
め
る
人
達
が
集
ま
り
、
普
段
の
暮
ら
し
、
身
の

廻
り
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
『
食
』
に
係
わ
る
講
座

も
多
く
の
受
講
者
を
集
め
ま
す
。　

つ
く
ば
周
辺

地
域
、
住
民
の

皆
さ
ま
へ
の
知

的
サ
ー
ビ
ス
、

教
養･

教
育
の

場
の
提
供
と
し

て
社
会
貢
献
を

担
い
、
支
持
の

輪
を
広
げ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

〒305-0031　茨城県つくば市吾妻 3-1
TEL：029-858-4811（代表）
FAX：029-858-7388
URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp
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　筑波学院大学では、９月 25 日（土）に第８回保護者会を実施

しました。保護者会は全学年の保護者を対象に行われ、全体会

での学長挨拶、就職委員長の就職状況の説明、外部よりダイヤ

モンド社人材開発編集部副部長の間杉俊彦氏を招いての就職講

演、その後担任との個別面談に移りました。間杉氏の講演は『就

職に勝つ！わが子を失敗させない「会社選び」』という演題でお

話があり、保護者から大変好評でした。また個別相談と同時に

キャリア支援課では就職相談を受け付けました。大学での様子

や就職への関心がとても高く、保護者会の充実が望まれている

ようです。

第二回デザインコンテスト 2010

　今年で二回目となる本学主催の「デザインコンテスト2」が開催さ

れました。これは全国の高校生のみなさんからデザイン作品を募集し

優秀作品を表彰するもので、本学の３年生を中心に企画・運営したも

のです。今年はテーマを「未来」とし、パソコン壁紙部門と携帯待受

部門の二部門で募集を行なったところ、近隣だけでなく、北海道や大

阪など全国から作品が寄せられました。学内審査によって入賞作品を

選定し、KVA祭来場者による

一般投票の結果も併せて上位

賞が決定し、KVA祭にて表彰

式が華やかに行なわれまし

た。

　

毎
年
恒
例
の
留
学
生
文
化
研
修
旅
行
が
１
１
月
２

７
日
（
土
）
に
行
わ
れ
、
留
学
生
・
日
本
人
学
生
・

教
職
員
等
２
５
名
が
大
洗
磯
前
神
社
、
那
珂
湊
魚
市

場
、
石
岡
市
の
み
か
ん
農
家
を
訪
れ
ま
し
た
。
大
洗

磯
前
神
社
で
は
、
宮
司
か
ら
神
社
の
起
源
、
際
神
、

諸
建
物
の
説
明
を
受
け
、
留
学
生
か
ら
も
活
発
な
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
元
気
な
留
学
生
は
、
神
社
へ
の

長
い
階
段
を
走
っ
て
登
っ
た
り
、
海
辺
に
あ
る
鳥
居

の
近
く
で
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。
那
珂
湊
市
場
で

は
、
新
鮮
な
お
魚
中
心
の
昼
食
の
後
、
各
自
買
い
物

を
し
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、
石
岡
市
の
み
か
ん
農
家

に
寄
り
、
み
か
ん
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
天
気
も

暖
か
く
穏
や
か
で
、
何
事
に
も
積
極
的
な
留
学
生
に

と
っ
て
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
の
１
面
を
知
る
こ
と

が
で
き
、楽
し
い
有
意
義
な
研
修
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。 　　

最
近
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
来
春
卒
業

予
定
の
大
学
の
就
職
内
定
率
が
過
去
最
低
ま
で
落
ち

込
み
就
職
活
動
は
再
び
、『
氷
河
期
』
に
突
入
し
ま
し

た
。

　

本
学
で
も
、
就
職
活
動
す
る
学
生
た
ち
の
多
く
が

な
か
な
か
内
定
が
得
ら
れ
ず
、
卒
業
ま
で
も
う
月
日

の
少
な
い
今
も
、
ま
だ
何
処
か
の
企
業
の
募
集
は
無

い
の
か
等
と
相
談
に
訪
れ
ま
す
。
厳
し
い
経
済
環
境

下
、
数
少
な
い
求
人
に
大
勢
の
応
募
者
が
殺
到
し
激

し
い
選
択
競
争
と
な
る
中
で
受
験
す
る
企
業
選
び
か

ら
書
類
審
査
の
対
象
と
な
る
履
歴
書
の
記
入
内
容
の

チ
ェ
ッ
ク･

添
削
、面
接
試
験
対
応･

ア
ド
バ
イ
ス
等
々

一
連
に
亘
る
採
用
プ
ロ
セ
ス
を
入
念
に
指
導
し
、
企

業
の
採
用
基
準
を
ク
リ
ア
出
来
る
レ
ベ
ル
ま
で
伸
ば

し
て
採
用
試
験
に
臨
み
ま
す
。

　

数
値
的
に
は
表
面
上
厳
し
い
内
容
で
す
が
、
一
方

雇
用
面
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
現
象
も
あ
り
、
日
本
の
産
業

構
造
が
製
造
か
ら
サ
ー
ビ
ス･

福
祉･

医
療
分
野
へ
の

移
行
も
観
ら
れ
、
特
に
近
年
、
福
祉
の
現
場
に
興
味

を
抱
き
就
業
す
る
学
生
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

就職相談の様子

大洗磯前神社にて
宮司から説明を受ける学生

留
学
生
文
化
研
修
旅
行

厳
し
い
環
境
の
中
で
の
就
職
支
援

秋
季
公
開
講
座
紹
介

デザインコンテスト運営スタッフ

まつりつくば２０１０パレード



２０１１年度　東京家政学院中学校入試　募集要項（ 抜粋）　２０１１年度　東京家政学院高等学校入試　募集要項（ 抜粋）　
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文
化
祭
報
告

Ｏ
Ｃ
Ｐ（
水
戸
の
映
画
づ
く
り
に
参
加
）

　

十
月
十
日
、
十
一
日
に
常
磐
祭
第
二
部
　

文
化
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
夢
現
」。
み
ん
な
で
ひ
と
り
ひ

と
り
の
夢
を
現
実
に
し
よ
う
、
と
い
う
意
味
を
こ
め

ま
し
た
。

　

今
年
は
一
号
館
改
修
工
事
の
た
め
、
例
年
と
は
少

し
違
っ
た
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
門
の
狭
さ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
ウ
エ
ル
カ
ム

ゲ
ー
ト
を
実
行
委
員
会
が
作
り
ま
し
た
。
夏
休
み
か

ら
準
備
を
し
て
き
た
成
果
が
実
り
、
初
日
の
雨
に
も

め
げ
ず
、
二
日
間
し
っ
か
り
と
来
校
者
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。ま
た
、講
堂
で
の
舞
台
発
表
は
ア
リ
ー
ナ
・

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
の
開
催
。
仮
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
発

表
は
生
徒
の
情
熱
と
元
気
で
最
高
の
舞
台
に
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
文
化
系
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

常
磐
祭
広
場
で
は
恒
例
の
模
擬
店
が
設
け
ら
れ
、

全
店
完
売
と

な
り
、
生
徒

た
ち
の
笑
顔

が
弾
け
ま
し

た
。

　

校
舎
内
で

は
各
学
年
の

展
示
や
有
志

参
加
が
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
最

終
日
に
は
文
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文化祭ゲート

文化祭展示

１
．
よ
り
き
め
細
や
か
な
指
導
を

　

一
ク
ラ
ス
三
十
名
の
少
人
数
制
指
導
を
徹
底
す
る

た
め
に
一
学
年
４
ク
ラ
ス
編
成
を
基
本
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
回
の
入
試
か
ら
募
集
定
員
を
一

三
〇
名
と
し
ま
し
た
。

２
．
個
性
を
大
切
に
し
た
学
習
を

　

生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
す
る
た
め

に
中
学
コ
ー
ス
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

○
総
合
進
学
コ
ー
ス

　

一
人
ひ
と
り
が
き
ち
ん
と
理
解
で
き
る
よ
う
、
習

熟
度
別
授
業
を
導
入
。
確
実
に
基
礎
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

○
特
別
進
学
コ
ー
ス

　

先
取
り
授
業
と
七
時
間
授
業
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
。

学
習
機
会
を
多
く
設
け
、
応
用
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。
　３

．
誇
り
の
持
て
る
学
校
生
活
を

　

学
習
の
成
果
を
形
に
す
る
こ
と
で
多
く
の
可
能
性

を
掘
り
起
こ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
学
試
験
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
だ
っ
た
生
徒
に
は

入
学
金
や
授
業
料
の
免
除
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
在
学
生
に
対
し
て
も
同
窓
会
あ
づ
ま
会
の
ご

協
力
に
よ
り
あ
づ
ま
会
奨
学
金
制
度
が
来
年
度
よ
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

高
大
連
携
を
深
め
る
高
校
入
試

　

来
年
度
か
ら
大
学
が
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す

る
こ
と
で
、
高
大
七
年
一
貫
教
育
に
も
進
路
の
視
野

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
特
に
今
年
度
の
高
校
受
験
生

は
本
大
学
を
視
野
に
入
れ
た
受
験
が
例
年
よ
り
も
多

い
よ
う
で
す
。

変
わ
る
中
学
入
試

化
祭
大
賞
が
発
表
さ
れ
、
常
磐
祭
の
幕
が
閉
じ
ま
し

た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
保
護
者
・
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

ま
た
、
多
く
の
場
面
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

試験種別 募集人員 合格発表

１月18日（火）・19日（水）
単願推薦 　1月２２日（土）
併願推薦 1月２２日（土）または２４日（月）

１月25日（火）
　　 　～　２月　７日（月）

推薦入試 40

試験日出願期間

当日発表

一般入試 40 当日発表２月１０日（木）

２月５日（土）
午前 午後 午前 午後 午後
一般 アドバンスト 一般 アドバンスト アドバンスト

総合進学コース ５０名 ４０名 １０名 － －
特別進学コース － １０名 － １０名 １０名

２月１日（火） ２月２日（水）
試験日

窓口：１月２０日（木）～入試当日
郵送：１月２０日（木）～１月２６日（水）消印有効

出願受付

文化祭舞台発表

説明会一覧

以上のような説明会を本年度実施いたしまし

た。多方面においてのご協力ありがとうござ

いました。



　
　
　
　
　
　

筑
波
学
院
大
学
卒
　
　

高
　

橋
　

麻
　

美

　

私
は
、Ｅ
Ｃ
Ｃ
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
ー

の
東
京
営
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
海

外
手
配
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
主
な
業
務

内
容
は
海
外
団
体
旅
行
の
航
空
券
や
ホ
テ

ル
等
の
手
配
で
す
。

　

最
初
は
端
末
の
操
作
や
先
輩
が
話
し
て

い
る
事
が
何
一
つ
分
か
ら
ず
、
戸
惑
っ
て

ば
か
り
で
し
た
が
、
先
輩
が
付
き
っ
切
り

で
一
か
ら
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
ま

た
、
回
り
の
先
輩
や
上
司
の
皆
様
も
気
に

か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、
配
属
当
初
よ
り

は
少
し
仕
事
も
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
一
人
で
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
２
〜
３
ヶ
月
が
経
ち
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
仕
事
は
直
接
お

客
様
と
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
こ
と
を
お
客
様
が
望
ん
で

い
る
の
か
を
知
る
為
に
、
営
業
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。
戸
惑
う
こ
と
も
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
が
、
ツ
ア
ー
を
円
滑
に
進
め
る

為
に
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
配
を
上
げ

た
ら
よ
い
の
か
等
を
毎
日
考
え
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
「
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
」
が
、

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
今
は

何
が
分
か
ら
な
い
の
か
・
何
が
自
分
に
は

で
き
な
い
の
か
、
少
し
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
働
き
だ
し
て
ほ
ん
の
少
し
で
す

が
、
基
本
を
し
っ
か
り
叩
き
込
ん
で
、
知

識
と
技
術
を
磨
い
て
、
突
然
の
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
も
冷
静
に
対
応
で
き
る
手
配
に
な

り
た
い
で
す
。
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東
京
家
政
学
院
大
学
　

建
築
構
造
学
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
金
子
雄
太
郎
）

12011

128No.

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

高
橋
　

麻
美
（
た
か
は
し
　

あ
さ
み
）

平
成
21
年
度
　

筑
波
学
院
大
学
　

卒

平
成
22
年
　

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社

Ｅ
Ｃ
Ｃ
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
ー
　

東
京
営
業
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

海
外
団
体
手
配
に
配
属
　

現
在
に
至
る

日々の業務を行っている
自分のデスクにて

①群馬県伊勢崎市　
　子供の森公園

②1/100 スケールモデル
　の　作成

見
え
な
い
お
客
様
が
安
心
し
て
ご
旅
行
で
き
る
よ
う
に

　

住
居
学
科
の
中
で
最
も
工
学
部
に
近
い

研
究
室
の
一
つ
で
す
。

　

建
物
の
強
度
と
安
全
性
に
つ
い
て
学

部
、
大
学
院
の
講
義
・
演
習
を
行
な
う
他
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
、Ｃ
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
研

究
・
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
構
造
力
学

は
明
ら
か
に
理
数
系
の
学
問
で
あ
り
、
工

学
部
に
お
け
る
構
造
研
究
室
で
は
工
学
技

術
者
、
研
究
者
の
養
成
を
目
的
と
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
住
居
学
科
で
は
良
好

な
生
活
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
を
学
び
、

そ
れ
を
実
務
に
生
か
す
こ
と
が
主
要
な
目

的
と
な
り
ま
す
。
安
定
し
た
構
造
体
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
構
造
設
計
、

耐
震
設
計
の
勉
学
を
通

し
て
構
造
体
が
醸
し
出

す
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
事
は
、イ
ン
テ
リ
ア
・

デ
ザ
イ
ン
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
な
る
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。

卒
業
研
究
で
は
、「
構

造
の
視
覚
化
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
多
く
の
成

果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
発
端
は
、

平
板
を
変
形
さ
せ
て
曲

面
を
求
め
、
そ
の
屋
根

の
下
の
空
間
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
幾
何
学
非
線
形

を
考
慮
し
た
解
析
を
も
と
に
、
膜
面
の
た

わ
み
を
加
え
、
よ
り
多
様
な
曲
面
を
研
究

の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
①
の
大
屋
根
は
そ
の
よ
う
な
検
討

が
実
を
結
ん
だ
例
で
す
。
写
真
②
は
、
構

造
模
型
を
手
分
け
し
て
作
成
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

＊
）
構
造
に
関
連
し
た
教
科
は
、
建
築
士

受
験
資
格
（
１
級
、
２
級
）
の
た
め
の
必

須
科
目
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊


